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データで読み解くこれからの信用金庫経営（33） 
法人預金の動向 

－事業者取引の深化で粘着性の高い預金基盤の確保を－ 

 

➢ 2024年９月末の信用金庫の預金合計(163.6兆円)のうち、法人預金は 34.1兆円、構成

比で約 21％を占める。コロナ禍での急増後、23年度以降はほぼ横ばいで推移している。 

➢ アンケート結果を踏まえると、信用金庫の事業者取引では、融資取引を起点に、メイン

口座としての利用やコロナ後の経営相談など取引の拡大と深化を図っていくことが考

えられる。これにより、法人預金でも粘着性の高い預金基盤の確保が可能となろう。 

１．信用金庫の法人預金の動向 

前号の信用金庫の個人預金動向1に続き、本稿では信用金庫の法人預金の足元までの動向

とアンケート調査にもとづく事業者からみた信用金庫との取引状況を確認する。 

2024 年９月末の信用金庫の預金合計(163.6 兆円)のうち、主に企業からの預金である法

人預金(一般法人預金)は 34.1 兆円、構成比は約 21％である。このうち要求払預金が約３

分の２、定期性預金が約３分の１を占める。法人預金は、構成比は高くないが、コロナ禍

では「ゼロゼロ融資」による資金の預金口座への滞留から極めて高い増加率となった。23

年度以降は、増減率のブレはあるもののほぼ横ばいで推移している(図表１)。残高でみても、

23年の夏頃から「ゼロゼロ融資」の返済が本格化しているが、コロナ禍で急増した法人預

金および運転資金融資の残高は、現時点では大きく変化していない(図表２)。 

 
1 信用金庫の個人預金の動向については、ニュース＆トピックス No.2024－100「データで読み解くこれからの信用金庫経営（32）  

 個人預金の動向」( https://www.scbri.jp/reports/newstopics/20241118-32-1.html ）を参照 

（図表１）法人預金の推移(前年同月末比増減率)   （図表２）法人預金と運転資金融資の残高の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成                 （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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２．事業者からみた信用金庫取引 

事業者との取引について、信用金庫と他業態の状況を比較する。全国銀行協会では、事

業者を対象に「事業に関連して取引している金融機関」および「最もよく取引している金

融機関」などについてアンケート調査(回答事業者数 486)を行っている。2024 年調査によ

ると、事業に関連して取引している金融機関としては、都市銀行、地方銀行、ゆうちょ銀

行に次いで信用金庫が 22.4％となっている(図表３)。このうち最もよく取引している金融機

関については、都市銀行、地方銀行に次いで信用金庫が 10.5％となっている。この調査を

もとに業態ごとの「メイン化率」(最もよく取引している金融機関とする回答割合/事業に

関連して取引している金融機関とする回答割合)を算出した。メイン化率は、高い順に、都

市銀行、地方銀行、信用金庫、信用組合となっている。 

また、同調査では「事業に関連した取引内容」についても調査している。信用金庫との取

引内容では融資・資金調達が 26.6％であり、主な金融業態に比べて最も高くなっている。 

このように、信用金庫の「メイン化率」が都市銀行、地方銀行に比べて低いことから、

取引拡大の余地があることが想定される。また、小規模事業者の回答が多く含まれること

もあり、信用金庫との取引では融資取引の割合が相対的に高い。 

こうした状況を踏まえると、コロナ禍の「ゼロゼロ融資」で信用金庫と接点をもった事

業者などに対して、融資取引を起点に、メインの決済口座としての利用を促す、余剰資金

を定期預金に預けてもらう、経営相談を行うなどによって、取引の拡大と深化を図ってい

くことが考えられる。 

これにより、預金全体の伸びが低調ななかで、個人預金に加えて法人預金でも、メイン

化によって粘着性の高い預金基盤を確保することが可能となろう。 

以 上 

 ※信用金庫業界の各種データは、信金中央金庫 地域・中小企業研究所ホームページの「信用金庫統計」

（https://www.scbri.jp/publication/toukei/）に掲載されています。併せて、ご活用ください。 

（図表３）業態別にみた「メイン化率」      （図表４）業態別にみた「事業に関連した取引内容」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（備考） 図表３、４とも、全国銀行協会「よりよい銀行づくりのためのアンケート」(2024 年、事業者対象)より、 
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22.4

44.4
39.5

9.1

18.9

5.8 5.3

23.3

10.5

31.3

24.9

3.7
6.4

2.7 1.2
4.7

46.9

70.5

63.0

40.7

33.9

46.6

22.6
20.2

0

20

40

60

80

100

信
用
金
庫

都
市
銀
行

地
方
銀
行

第
二
地
方
銀
行

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

専
業
銀
行

信
用
組
合

農
協
・漁
協

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

(％)
事業に関連して取引している金融機関

最もよく取引している金融機関

メイン化率

94.5 95.4 96.9 95.5
91.3

85.7
88.5

92.9

9.2 6.5 7.8
13.6

3.3
3.6

26.6

12.0
15.6

25.0

6.5

21.4

3.8

48.6

56.5

49.0 47.7 45.7
42.9

23.1 29.2

0

20

40

60

80

100

信
用
金
庫

都
市
銀
行

地
方
銀
行

第
二
地
方
銀
行

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

専
業
銀
行

信
用
組
合

農
協
・漁
協

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

(％)

預金

決済

融資・資金調達

経営相談

https://www.scbri.jp/publication/toukei/

